
（
本
編6
巻
・
史
料
編
7

巻
・
別
編3
巻
）

全
1
6巻
{3, 

発
行
1
1

姫
路
市
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姫
路
市
は
現
在
人
口
四
十
五
万
人
を
数
え
‘
播

崩
の
中
核
都
市
と
し
て
「
活
力
あ
る
人
間
性
盟
か

な
都
市
」
を
め
ざ
し
多
彩
な
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫

実
現
し
な
か
ら
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
三
年
後
の
昭
和
六
十
四
年
に
は
、
市
制
施
行
百

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
に
住
民
の
心
ば
え
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
心
ば
え
は
住
民
が

抱
い
て
い
る
歴
史
紅
識
と
生
活
感
伯
で
あ
り
、
地
域
社
会
発
展
の
活
力
の
源
泉
と

な
る
も
の
で
す
。

播
崩
の
心
ば
え
を
知
る
た
め
に
は
、
瀬
戸
内
の
穏
や
か
で
盟
か
な
自
然
と
風
土

に
育
ま
れ
て
き
た
こ
の
地
域
の
長
い
歴
史
的
緑
過
の
中
で
、
発
展
と
杓
滞
か
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
を
実
証
的
に
た
ど
り
な
か
ら
、
播
磨
の
特
質
と
動
向
を

と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
姫
路
市
史
」
第
十
巻
史
料
編
近
世

I

に
は
‘
徳
川
＂
都
府
の
藩
屏
姫
路
藩
の
姿
、

い
わ
ば
姫
路
の
原
風
梨
を
窺
う
史
料
か
収
録
し
て
あ
り
ま
す
。
本
害
が
広
く
読
ま

れ
、
地
域
史
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
姫
路
の
発
展
を
推
し
す
す
め

る
新
し
い
抱
負
と
活
力
か
生
み
だ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
糾
狛
・
執
竿
に
あ
た
ら
れ
た
各
位
の
ご
苦
労
と
、
史
料
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
好
在
に
深
く
咄
謝
の
訟
を
表
す
る
と
と
も
に
、
姫
路
市
史
編

簗
に
つ
い
て
一
府
の
ご
尽
力
と
ご
支
援
を
お
廂
ぃ
申
し
上
け
ま
す
。

発
刊
の
こ
と
ば

姫
路
市
長
戸
谷
松
司

2
 

ー

姫
路
藩
史
料
I

（
池
田
氏
i
三
次
松
平
氏
時
代
）

池
田
•
本
多
•
松
平
（
奥
平
）
•
松
平
（
結
城
）
・
榊
原
氏
時
代
の
姫
路

藩
史
料
を
、
全
国
各
地
か
ら
集
め
て
収
め
て
い
る
。
姫
路
湘
領
蚊
大

の
一
揆
‘
究
延
一
揆
の
史
料
も
収
め
た
。

大
名
家
譜
知
行
状
・
知
行
目
録

地
方
知
行
・
侍
帳
炭
長
池
田
検
地

藩
法
l

（
家
中
法
）
藩
法
2

（
領
民
法
）

治
世
記
録
・
藩
領
大
概

城
下
町
絵
図
・
城
下
大
概

免
状
財
政
・
経
済
政
策

究
延
一
揆

姫
路
藩
史
料
I
I（
酒
井
氏
時
代
）

姫
路
に
定
泊
し
た
洒
井
氏
の
時
代
の
湘
政
史
料
を
収
め
て
い
る
。
姫

陽
秘
鑑
を
は
じ
め
と
す
る
酒
井
家
史
料
や
、
湘
法
北
で
あ
る
姫
湘
典

制
録
な
ど
を
主
史
料
と
し
た
。

老
中
奉
四
藩
主
書
状
・
筆
9
下
藩
主
系
図
・
家
譜

知
行
状
・
知
行
目
録
家
臣
湘
法

藩
領
大
概
・
城
下
町
絵
図
財
政
・
経
済
政
策

寺
社
・
祭
礼
文
教

災
害

第
一
回
配
本

姫
路
市
史
第
十
巻

昭
和
六
十
一
年
四
月
下
旬
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3
 幕
府
・
諸
藩
史
料

市
域
を
支
配
し
た
、
姫
路
湘
以
外
の
領
ヽ
王
の
支
配
史
料
を
収
め
て
い

る
。
林
田
藩
以
下
の
地
元
諸
湘
や
、
大
阪
城
代
と
し
て
市
域
に
飛
ぴ

地
を
も
っ
た
大
名
た
ち
の
支
配
史
料
で
あ
る
。

姫
路
城
下
町
絵
図

姫
路
城
下
町
絵
図

三
姫
路
城
下
町
絵
図

四
姫
路
城
下
町
絵
図

時
代

一
次
榊
原
時
代

二
次
松
平
時
代

二
次
本
多
時
代
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只
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人
｀
’
小8
人
U
と
の

や

第
十
i
在
に
も
城
下
町
絵
凶
四
点
と
棺
読
同
が
つ
き
ま
す
。
）

池

田

付
図
（
別
箱
）
城
下
町
絵
図
＾
カ
ラ
ー
刷
り
〉
と
解
読
図

林
田
・
新
宮
藩
領

龍
野
・
丸
亀
藩
領

硲
府
領
・
硲
府
役
職
大
名
領

（
一
六0
0
ー
一
七
）

（
一
六
四
九
ー
六
七
）

（
一
六
六
七
ー
八
二
）

（
一
六
八
ニ
ー
一
七0
四
）
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ここに掲げた：が真は、第十咎の別箱に収める

姫路城下町の絵図 4 批のうちの 1 災、二次本多

時代 (1G82~1704) の絵図です。縦2.20位、柚

2.00位、博い和紙に書かれ、浅く色かつけられ

ています。

現物でも小さし、字は見えに〈しヽのて、添付し

た解説図が大いに役立つことと思います。

町家の部分や足軽町、外堀の外の部分は簡単

に描かれてしヽますか、 1か町の部分には一IIif-iI'•1:

住んでいる家臣の名が内かれてしヽます。当時の

分限l脹（家臣禄高帳）と！！（！合して、どの程度の知

行、どんな役職の人がどのあたリに住んでしヽた

かが明らかになります。これらの分析は木編・

別編「姫跨の城」に譲りますか、皆さん、 8 攻の

付区を時代/II頁に並べて姫路の町の移り変わリを

見てください。



●
特
別
執
筆
者

宗
教
・
城
郭
石
田
善
人
（
岡
1
1
1
人
守
教
投
）

木
村
勲
（
剖
日
新
聞
＂
心
者
）

竹
下
喜
久
男
（
仏
教
だ
f
教
投
）

広
山
発
道
（
赤
杷
i
i
i
巖
奇
悶
甕
孔
）

塩 文
,,, 

業 ィヒ

●
特
別
編
集
委
員

郭
内
藤

城
●
市
史
編
集
専
門
委
員

今
井
修
平
（
神
戸
女
f
大
学
助
教
投
）

三
浦
俊
明
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

八
木
哲
浩
（
神
戸
大
図
H
教
授
）

大
島
真
理
夫
天
阪
d
i
；
大
学
l
U
J
教
校
）

小
野
寺
逸
也
厄
的
関
地
枝
研
究
史
料
館
館
長
）

小
森
星
児
（
神
贔
科
大
学
教
投
）

須
崎
懺
一
（
神
P
火
学
助
教
投
）

鈴
木
正
幸
．
（
神
い
大
学
助
教
投
）

宮
川
秀
一

ク ク ヶ ,,, ク

近

現
代

,,, ク

近

世

（
五
十
音
穎
）

昌
（
名
古
峠
没
大
芥
教
授

（
大
手
前
女
子
大
学
渇
師

監
修
八
木
哲
浩
（
神
戸
大
学
名
付
教
授

執
筆
者
一
覧
（
第
一
期
事
業
）

し
い
か
ぎ
り
で
す
。

大
き
く
広
か
っ
た
姫
路
市
の
素
睛
し
い
象
徴
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
は
喜
ば

た
近
年
と
み
に
取
塙
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
今
H

な
お
こ
の
城
か

ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
幸
ぃ
無
似
で
残
っ
た
城
が
戦
後
い
ち
早
く
修
復
さ
れ
ま

な
っ
て
旧
態
を
失
ぃ

さ
ら
に
戦
災
に
造
っ
て
そ
の
而
彩
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し

城
下
町
が
主
舞
台
で
す
。
こ
こ
は
｀
中
心
部
か
早
く
明
治
期
に
庫
似
施
設
区
域
と

ゞ

す
カ

さ
し
あ
た
り
本
在
で
は
、
市
域
い
な
播
除
の
中
核
を
な
し
た
姫
路
の
城
と

ま
ず
近
世
に
筆
を
起
こ
し
、
牒
付
部
、
市
民
生
活
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
き
ま

ま
す
。

姫
路
市
は
、
昭
和
三
十
年
に
市
史
第
i
巻
（
地
理
編
）
を
刊
行
し
て
以
米
、
昭

和
五
十
五
年
ま
で
に
本
釦
三
巻
・
史
料
編
一
巻
を
出
し
て
米
ま
し
た
。
そ
し
て
叙

述
は
中
世
末
に
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
う
け
て
私
た
ち
の
委
員
会
は
、
そ
れ
に

つ
づ
く
近
捐
か
ら
現
代
ま
で
の
市
史
の
編
集
を
担
当
し
ま
す
。

た
だ
既
刊
の
第
一
巻
な
ど
は
、
市
域
か
ま
だ
半
分
以
下
で
あ
っ
た
‘
随
分
ま
え

に
車9
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
近
現
代
か
済
ん
た
あ
と
、
第
二
期
市
菜
と

し
て
、
再
び
第
i
巻
に
戻
っ
て
古
い
時
代
の
歴
史
を
編
み
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い

姫
路
市
が
似
・
み
と
個
性
の
あ
る
ま
ち
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
活

力
も
さ
る
こ
と
な
か
ら
、
そ
の
底
に
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
る
こ
と
か
大
切
で
す
。

市
史
か
歴
史
を
よ
み
か
え
ら
せ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
知
的
か
て
と
な
り
、
住
む
ま

ち
の
新
し
い
将
来
像
を
求
め
る
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
粕
っ
て
お
り
ま
す
。

姫
跨
l
h
史
糾
北
山7門
委
貝
会
委
員

k

八
木
哲
浩

市
史
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て



発刊当時のチラシにつき表示されていない巻もありますが、姫路市史は全巻（１６巻２３冊）発刊済です。

注
※
は
第
二
期
事
業
と
し
て

T
l
l
行
予
定

5
"
第
十
六
巻
年
表
・
索
引

第
十
五
巻
民
俗
・
文
化
財

別
紺
第
十
四
巻
姫
路
の
城

第
一
一
回
配
木
予
定

近
現
代
I
I

近
現
代
ー

第
十
一
巻
近
世

I
I

付
図
（
別
箱

第
十
巻
近
世

I

付
図
（
別
箱
）

第
一
回
配
＊

＂
ょ
＾
第
九
巻
中
世
I
I

干
第
八
巻

史
料
編
＊
第
七
巻

第
六
巻
近
現
代

I
I

第
五
巻
近
現
代
ー

第
四
巻
近
世

I
I

第
三
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻

近
世
ー

孟
弟
―
一
巻

本
編
~
ぶ
弟
一
巻

全
巻
構
成

地
理
・
地
質
・
考
古

古
代
・
中
世

地
理
・
地
質
・
考
古

古
代
・
中
世
I

·— 

姫
路
i
l
り
＾

` 
●
申
込
先
―

-
T六
七
O
'
O
O

姫
路
市
立
城
内
図
書
館

“r:, IIれ•,,.,.,,、 9 ^ 
^,  9 9 9 -

●
頒
布
方
法

史
料
整
理
担
当

面
0
七
九
＇
二
八
九
＇
四
八
八
六

●
頒

価

姫
路
市
本
町
六
八
＇
二
五
八

直
接
受
取
・
郵
送
の
い
ず
れ
か
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
本
の
か
た
ち
A
5

判
、
約
九
五
0
頁
、
上
製
本
。
用
紙
は
中
性
高
質
紙
、

表
紙
は
別
染
（
内
色
）
の
高
級
装
丁
用
織
物
を
使
用
。

六
‘
『1
0
0円

日
本
城
郭
研
究
セ
ン
ク
ー
内
．

第
十
巻
購
読
申
込
み
に
つ
い
て


